
GARPの数値実験実施プ・グラム

　GATEやFGGEに備えて，早くもいろいろな要請
が致値実験に対して出されている．更に，そこで求めら

れた特別観測の資料を用いた数々の、実験”や、予報”

の仕事もある．さて，日本としてどう対処してゆけばよ

いか，ということが筆者には大切な課題に思える．

　この一文が，そういう意味でGAR　Pの一つの顔を紹

介し，・国際的な研究計画に対する具体的な問題提起の一

助になれば幸いだと思う．
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気候変動シンポジウム
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